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指数型分布族

　　x　上の指数分布族はηをパラメータとして
　　　次式で定義される。

＿＿＿＿＿＿＿＿＿
注１：混合ガウス分布を除く
注２：スカラーでもベクトルでも、又、離散、連続を問わない

これまで
学んできた分布
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指数分布族の積分

ここで関数　　　は、分布を正規化するための

係数と解釈できるので、次式を満たす。

(2.194)式の右辺を積分すると
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ベルヌーイ分布、多項分布、
ガウス分布が指数型分布族

であることを示す。

　　　　　　　　a．ベルヌーイ分布

　　　　　　　　b．多項分布

　　　　　　　　c．ガウス分布



a.ベルヌーイ分布

• 　　　　　　　　　　　　　　　　

右辺の対数をとり、さらに指数をとる。
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ベルヌーイ分布（続き）

ここで式(2.194)と比べてみると

と対応できる。これをμについて解く　と

が得られる。
＿＿＿＿＿＿＿
注3：後述
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式1.198から式1.199の導出
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両辺の指数をとる。



ベルヌーイ分布（続きその２）
ここで式(2.197)に式(2.199)を代入する。
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式(2.200)と式(2.194)を比較すると

　　　　

ベルヌーイ分布（続きその３）
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b.多項分布

ここで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と定義

するとこれも指数分布の標準形で表現できる。
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多項分布(2)

上記2式を比べると以下の3式が得られる。
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多項分布(3)
また、パラメータ　　には以下の制約がある。

このことより、このパラメータ　　のうち、M-1
個のパラメータが分かれる。

　→最後のパラメータもわかる。

　　　→(2.204)式をM-1個のパラメータで

　　　　表現する。

k

1

1 (2 .209 )
M

k
k




 　 　 　

k



多項分布(4)
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多項分布(5)
• 式(2.204)と比較すること(？)によって次式が
分かる。

• これらの式より　　について解くことができるら
しく、

　が得られるそうです。
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多項分布(6)

よって多項分布では以下の形をとり、式(2.194)
と比較すると。
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ガウス分布

ここで　　　

                                 　　　　と定義する。
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ガウス分布(2)

(2.200b)より

この式と(2.220a)より
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ガウス分布(3)

(2.220c)および(2.220d)を(2.219)に代入すると
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ガウス分布(４)

(2.220f)より

の3式が導出される。
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